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報道関係各位 

2021 年 12 月 1 日 
National Center for Global Health and Medicine 

国立研究開発法人 国立国際医療研究センター 
国際医療協力局 

 

オブザーバー聴講のご案内 
2021 年度 

第 3 回 仏語圏アフリカ国内保健人材ネットワーク（LAF 会）定例会 
 

ニジェールのワクチンカレンダー×おんぶ布プロジェクト 

～布はしゃべったのか～ 
 

Microsoft Teams によるオンラインセミナー 
 

日 時  ： 2021 年 12 月 15 日（水）17:30～19:00 
 

※事前登録をお願いします。 

 

国立研究開発法人 国立国際医療研究センター（略称：NCGM）国際医療協力局では、2021 年 12 月

15 日（水）17：30 から 19：00 まで、2021 年度 第 3 回  仏語圏アフリカ国内保健人材ネットワーク

定例会（L'amicale de la Santé en Afrique Francophone/通称：LAF 会 ※Amical は友好会・親睦会、Santé は健康、

Afrique Francophone はフランス語圏アフリカという意味です。）をオンラインで開催します。 

◇ 

仏語圏アフリカ国内保健人材ネットワーク（LAF 会）は、フランス語圏アフリカの健康について、日

本語で語り合いたい人々の親睦会です。仏語圏アフリカで活動した経験のある方、現在活動されている

方、これから活動をお考えの方、興味をお持ちの方々の連携を維持・強化しながら、情報交換を行うこ

とを目的として、2010 年に活動を開始しました。現在､メンバーは約 300 名で、医療関係者をはじめ、

JICA（国際協力機構）関係者、開発コンサルタント、NGO 関係者、大学や大学院の学生などが登録し

て参加しています。 

◇ 

今回のテーマは「ニジェールのワクチンカレンダー×おんぶ布プロジェクト～布はしゃべったのか～」

です。講師は、慶應義塾大学総合政策学部 専任講師の國枝美佳
く に え だ み か

氏です。 

ニジェール共和国での実務経験（MIKA de la JICA）を経て、調査で「予防接種率をあげるために、

母親の教育レベルが重要」ということがわかったが、教育レベルをあげるのには長い年月がかかる。直

近の業務で使ったヘルスコミュニケーションでできることはないかと、母親の使っているおんぶ布に着

目。ニジェールの『ワクチンカレンダー×おんぶ布プロジェクト』の調査結果の速報を伝えつつ、人間

開発指数の低い地域・国で実施するプロジェクト・調査の難しさとそれを乗り越える秘訣についてお話

しいただきます。 

2021 年度 第 3 回 仏語圏アフリカ国内保健人材ネットワーク（LAF 会）定例会の開催概要は、以下

の通りです。 
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2021 年度  

第 3 回仏語圏アフリカ国内保健人材ネットワーク（LAF 会）定例会 

ニジェールのワクチンカレンダー×おんぶ布プロジェクト 

～布はしゃべったのか～ 

■開催概要 

 

日  時 ： 2021 年 12 月 15 日（水）17:30～19:00 

 

開催形式 ： Microsoft Teams によるオンラインセミナー 

 

テ ー マ ： 「ニジェールのワクチンカレンダー×おんぶ布プロジェクト～布はしゃべったのか～」 

 

講  師 ： 慶應義塾大学総合政策学部 専任講師 國枝美佳
く に え だ み か

氏 

<プロフィール> 

新宿区生まれ、アメリカ ニューヘイブン郊外で育つ。 

都立高在籍中、東京都-パリ市（友好都市）長期派遣留学生として一年間パリ高校留学、

そしてパリ市の家庭にホームステイをして、フランス語の基礎を身につける。 

慶應義塾大学総合政策学部在学中、国語習得を試みるも、Tu/Vous を Ni/Nimen に置

き換えることができず、挫折。 

卒業後、フランス商工会議所の商業フランスの資格を得、いつかは外交フランス語を！

と夢見たが、ロンドン大学政治経済学院（LSE）で学ぶロータリー財団国際親善奨学金

を得たため、修士課程に進学。夫の最初の赴任地が英語圏ケニアやエチオピアだったた

め、しばらくフランス語から遠ざかっていたが、夫のニジェール赴任を機に再びフラン

コフォンに。外交フランス語の資格は夢のまま。 

 

■オブザーバー聴講にあたって： 

 

事前登録：下記アドレスに「LAF 会オブザーバー聴講希望」と明記し、 

① 所属（会社名・媒体名・部署名） 

② お名前 

③ Email 

をご記入いただき、12 月 10 日（金）までにお送りください。 

Teams の招待メールを発行させていただきます。 

 

E-mail ： koho@it.ncgm.go.jp 

 

※受講するために必要なパソコン、タブレット、スマートフォンなど通信機器、通信回線はご自身でご

用意ください。 

※Microsoft Team 推奨環境  

【ブラウザ】Google Chrome（最新版）/ Microsoft Edge（最新版）    

Internet Explorer 11 以降 / FireFox（最新版）/ Safari（最新版）    

【OS】Android スマートフォン・タブレット：Android 8.0 以降      

iPhone・iPad：iOS 10 以降    

パソコン（ Windows ）：Windows 8.1 以降    

          パソコン（ Apple 製品 ）：Mac OS X 以降 
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【NCGM 国際医療協力局について】 

NCGM 国際医療協力局は、保健医療分野における日本を代表する国際保健医療協力機関です。 

厚生労働省や外務省、独立行政法人 国際協力機構（JICA）､世界保健機関（WHO）などと連携しな

がら、低中所得国の医療や保健衛生の向上を図るための支援を行っています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
★本件に関するお問い合わせ先                                         

国立研究開発法人 国立国際医療研究センター（NCGM） 

国際医療協力局 広報情報課 

昆
こん

 弘人
ひ ろ と

 

〒162-8655 

東京都新宿区戸山 1-21-1 

TEL  ： 03-3202-7181（代表）内線：2744、PHS：5525 

E-mail ： koho@it.ncgm.go.jp 


